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農業経営における災害対策について 
 

１ 要旨・目的 

自然災害発生に予め備え，災害に強い農業経営体の育成や産地を形成するため，今年度から

取組を開始した本対策の進捗状況を報告する。 

 

２ 現状・背景 

異常気象による災害が増加する中，農業経営者や産地において，内部留保の確保，農業保険

への加入や事業継続計画（BCP)（以下「BCP」と言う。）の策定などリスクヘッジに取り組む必

要性が高まっている。 

 

３ 概 要 

（１）対象者 

 農業者，JA 職員，行政職員 

 

（２）事業内容（実施内容） 

  ア 農山漁村災害対策フォーラム 

農業者だけではなく，JA 及び行政職員が災害対策を「知る」ことを目的に，防災対策に

対する心構え，非常時の対応能力向上に向けた BCP の策定手法及び農業保険制度を習得す

るフォーラムを開催した。 

（ア）日 時 令和４年６月 14 日（火） 13:30～16:00 

（イ）場 所 広島県農業技術センター講堂（〒739-0151 東広島市八本松町原 6869） 

（ウ）実施内容 

 ａ【講演】「広島県の気象と農業経営における防災対策の重要性」 

      日本放送協会広島放送局 気象予報士 勝丸恭子 

 ｂ【講義】「産地・農業経営における事業継続計画（BCP）について」 

      MS&AD インターリスク総研株式会社 主任コンサルタント 甲斐将広 

 ｃ【制度説明】農業保険制度について NOSAI 広島職員 

 ｄ【情報提供】園芸産地における事業継続強化対策事業について 

（エ）参加人数 122 名（オンライン受講を含む） 

（オ）アンケート集計結果（有効回答数：75，回収率：61.4％） 

 ａ BCP に対する認識について 

アンケート回答者の内，47 名（62.6％）がフォーラムにより，BCP に対する認識を深

めることができたと回答した。 

区分 知っていた 
名前は知っていたが，内

容は知らなかった 
この研修会で知った 

農業者 1 0 3 

JA 職員 3 2 7 

市町職員 8 5 1 

県職員 2 4 0 

不明 14 15 10 

合計（割合） 28（37.3％） 26（34.6％） 21（28.0％） 

  

令和４年９月 27 日 
課 名 農林水産局 農業経営発展課 
担当者 課長 柴山 
内 線 3590 
課 名 農林水産局 団体検査課 
担当者 課長 吉長 
内 線 3525 
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 ｂ BCP に対する意向について 

BCP を策定したいと回答した農業者は１名，農業者・産地に薦めたいと回答した市

町，JA，県職員は 16 名おり，アンケート回答者の約半数が BCP 策定の意向を示した。 

なお，参加した農業者は全て農業保険に加入しており，関係機関も含め多くが農業

保険の加入を薦めたい意向を示した。 

区分 BCP を策定したい 
BCP の策定は検討

していない 
不明 回答者数 

農業者 
１ 

（25％） 
１ ２ ４ 

 

区分 
BCP の策定を推進

したい 

BCP の策定は検討

していない 
不明 回答者数 

市町，JA，県職員等 
16 

（50％） 
３ ４ 32 

 

 

  イ JA 職員との意見交換 

産地単位での BCP の策定には農業協同組合による支援が不可欠であるため，BCP の策定

意向を示した農業協同組合と産地の現状と課題について，意見交換を行なった。 

対 象 日 時 出席者 

JA 庄原 R4.7.22（金） JA 職員９名，NOSAI 職員２名，県職員３名 

JA 広島北部 R4.8.18（木） JA 職員５名，県職員２名 

   【主な意見】 

・昨年の災害時にどう動けばいいのか困ったので，あらかじめ行動計画を定めたい。 

・GAP の取組と似ており，産地としても前向きに取組む必要があるのではないか。 

・共同出荷グループにおいて，コロナ感染者等が出たとしても，継続して市場等に出荷す

るためには BCP を策定し，関係者が認識を共有することが必要である。 

 

（３）今後の対応 

グループワーク又は個別支援により，各地域におけるハザードマップを活用した被害想

定と対応策を検討する研修会を開催し，農業者及び産地それぞれの実態に応じた実効性の

ある BCP を策定するとともに，農業保険制度への加入促進を図る。 

ア BCP 策定支援研修会 

（ア）日時：【１日目】令和４年 11 月 30 日（水） 13：00～16：00 

      【２日目】令和４年 12 月 21 日（水） 13：00～16：00 

（イ）場所：安芸高田市役所会議室 

（ウ）講師：MS＆AD インターリスク総研株式会社 

（エ）対象：農業者 20 名程度 

 

イ 農業経営者サポート事業による個別支援 

（ア）支援期間：令和４年６月～令和５年２月（随時） 

（イ）講師：中小企業診断士 井上明雄，落野洋一 

（ウ）対象：農業者 ３名程度 

 

（４）スケジュール 

   令和４年４月～令和５年３月 

 

（５）予算（単県） 

   1,057,000 円 

 



3 

 

 

 


